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２０２５年スタート!!～上中の新たな成長と飛躍を目指して～ 
                           校 長 高久
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謹んで新春のお慶びを申し上げます 
  旧年中は保護者の皆さま並びに地域の皆さまには、大変お世話になり厚く御礼申し上げます。新しい年が皆

さまにとって幸多き年となりますよう願っております。本年も、本校の教育活動にご理解をいただき、ご支援

とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 
 
 ２０２５年は巳年となりますが、再生と成長のシンボルとして縁起の良い年とされています。ヘビが脱皮する

ように、新しい自分に出会える年になるとも言われています。また今年は、中国の暦法である十干十二支で６０

年に一度の「乙巳（きのと・み）」に当たる年で、「乙」は植物が芽を出して伸びる様子、「巳」は成長のピーク

を表すと言われ、新たな成長と飛躍の年でもあると考えられているのだそうです。乙巳の年に起こった過去の出

来事には６４５年の「乙巳の変（中大兄皇子と中臣鎌足が蘇我氏を滅ぼした政変）」が挙げられます。不易流行

という言葉がありますが、いつまでも変化しないものを大切にしながらも、時代の流れに合った新しいことも積

極的に取り入れながら、生徒たちの笑顔であふれ、「エージェンシー（予測困難な時代の中で、自ら学び、自分

の頭で考え主体的に行動する力）」を発揮できる学校を目指して教職員一同邁進してまいります。 
 １２月１８日（水）に第２回学校運営協議会を開催いたしました。初めての試みとして、生徒会本部役員３名

が同席し、生徒の立場で発言する機会を設けました。今回の協議会の熟議では、テーマを「学校評価を受けて並

びに生徒の参画について～学校・家庭・地域がより連携を深めるために～」としました。２学期に実施した「学

校評価」では、生徒並びに保護者アンケートについては学習面での課題はありますが、概ね高い評価をいただき

ました。一方で、地域アンケートでは、多くの項目で「分からない・答えられ

ない」との回答があり、学校での取組が地域の皆さまに十分周知できていない

ことが分かりました。そこで、本テーマを基にそれぞれの立場から意見を出し 
合い、生徒会本部役員による地域との連携についての検討、小学校とも連携し

ていくこと、地域行事やイベントへの中学生の積極的な参加に向けた広報等の 
方向性となりました。まとめとして、本協議会副会長である大久保東公民館長

様から、「家庭と学校が縦と横で繋がっている中、地域がその間の斜めに入る 
ことで、家庭と学校をさらに繋げる役割ができればと思います」とのお言葉を 
いただきました。今後も地域に愛される上中を目指してまいりますので、引き 
続き、様々なお声をお聞かせいただければ幸いです。 
３年生はいよいよ私立高校入試を皮切りに本格的な受験シーズンに入ります。また、２年生も月末に舘岩自然

の教室を控えています。生徒たちの力が十分発揮できることを期待しています。 
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